
′教育と環境の｢爽｣企画室　2015年7月～12月の活動

★講演活動

6月17日､ 7月15日､ 26日､ 27日と立て続けの講演会でしたが､ 6月17日は内野公

民館､ 7月15日は柏崎市立柏崎第一中学校､ 26日はカトリック新潟地区の平和祈願ミサ　書芸盛

に合わせて､ 27日は新潟市西区小針地域の女性グループの皆さんに招かれてのものです｡

一般市民､中学生､サークルと対象は違いましたが､私どもの思いを熱心にお聞きください

ました｡柏崎第一中学校からは､その後､感想文が届き､さらに､年末には､生徒会主催で

校内募金活動をし､インドの子ともたちへと寄付金を送ってくださり､感激いたしました｡

★パネル展示活動
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8月29日～9月6日､新潟ふるさと村で開催の｢にいがた国際フェスティバル｣ (Nネット主催)に参加しました｡学生や青年の演

じるステージパフォーマンスが盛り上がりを見せました｡テントでのバザーにも多くの人が集まっていました｡外E]の品物を手に取ら

れていました｡ 10月23日-25日には､新潟市中央公民館の文化祭と併催で､国際交流･協力展示会(新潟市国際交流協会主催)が開

催され､私どもは｢インド･子どもの写真展｣で参加しました｡大きな瞳が見る人の心をとらえるようでした｡世界のお茶の試飲もあ

り､楽しみました｡

★ ｢中･高生インドスタディ交流の旅｣

8月7日から17日までの10日間､インド交流の旅は､私どもの｢子どもの憩いの村｣

の子どもたちとの交流､マザーハウスでのボランティア､バラナシでのガンジス川の沫

浴体験､タイ･バンコクでの見学等々盛りだくさんの内容です｡何が起こるか分からな

い異国の旅は､少年･少女に多くの刺激を与えたことでしょう｡

実際､バンコクでのテロ事件は､帰国が1日遅ければの大事件でした｡旅慣れた団長

(引率)の井口昭夫先生(青年海外協力協会事務局長)もヒヤヒやだったことでしょう｡

帰国後には12月12日､新潟県国際交流協会主催の｢国際理解教育(中･高生)プ

レゼンテーションコンテスト｣で､堂々と体験発表をしました｡その若々しさに乾杯!

★クリスマスプレゼントの発送

毎年恒例の｢憩いの村｣の子どもたちへのクリスマスプレゼントの発送は､ 12月14日でし

た｡たくさんの方々から送られて来るギフトを詰め込むのは大変です｡すき問のないようにぎ

っしりと､少々投げられても壊れないようにします｡ 5個の大段ボール箱の中には､缶入りビ

スケットに箱入りクッキー､どこの国でも子どもはお菓子が大好きで人気です｡学用品におも

ちゃ､タオルや衣類､教室に掲示するカレンダー､スタッフ向けのハンカチや髪飾りもあり､

ずっしりと重くなり､ 56キログラムにもなりました｡ ｢子どもの村｣のあるコツタバラサは田

舎なので､直接は届きません｡バイクで片道1時間半をスタッフが何回も運びます｡子どもた

ちは日本からの贈り物を待ちわびています｡

★大スポーツグラウンドの整地･造成(2015年11月～)
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24′110平方メートルにも及ぶ大スポーツグラウンドの整地作業は､ 11月から始まりました｡学校建設プロジェクトの最終段階です｡

これで､知育､徳育､食育､体育の教育4本柱が整います｡ここから近い将来､オリンピック選手が誕生することを夢見ています｡

代表　片桐ネロ子


